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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部から供給される音声データおよび／または映像データを記録し、記録した前記音声
データおよび／または映像データを再生する第１の記録・再生手段を有するライブラリ部
と、
　第１入力端子に前記第１の記録・再生手段に入力される前記音声データおよび／または
映像データと同じデータが印加され、第２入力端子に前記第１の記録・再生手段から出力
される前記音声データおよび／または映像データが印加される選択手段と、前記第１の記
録・再生手段と同じ記憶容量を有し、前記第１の記録・再生手段と同じ記憶、再生処理機
能を有する第３の記録・再生手段とを有するバックアップ部と、
　外部の伝送路に接続された伝送装置と、前記第１の記録・再生手段または前記第３の記
録・再生手段から出力された前記音声データおよび／または映像データの一部または全部
を記録し、当該記録した前記音声データおよび／または映像データを再生して前記伝送装
置を経由して外部に出力する、少なくとも１つの第２の記録・再生手段とを有する送出部
と、
　前記第１の記録・再生手段および前記第２の記録・再生手段における障害の有無を検出
する障害検出手段と、
　前記障害検出手段の検出に応じて障害処理を行う障害処理手段と
　を有し、
　前記障害処理手段は、
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　　前記障害検出手段が前記第１の記録・再生手段に障害が発生したことを検出した場合
には、前記選択手段の前記第１入力端子に印加され、前記第１の記録・再生手段に入力さ
れる前記音声データおよび／または映像データと同じデータを前記選択手段において選択
して前記第３の記録・再生手段に入力させ、当該第３の記録・再生手段で再生した音声デ
ータおよび／または映像データを前記第２の記録・再生手段に入力させ、
　　前記障害検出手段が前記第２の記録・再生手段に障害が発生したことを検出した場合
には、前記選択手段の前記第２入力端子に印加され、前記第１の記録・再生手段から出力
された前記音声データおよび／または映像データと同じデータを前記選択手段において選
択して前記第３の記録・再生手段に入力させ、当該第３の記録・再生手段で再生した音声
データおよび／または映像データを前記外部の伝送路に接続された前記伝送装置に入力さ
せる、
　データ記録・再生システム。
【請求項２】
　前記ライブラリ部は、前記第１の記録・再生手段で再生された前記音声データおよび／
または映像データを分配する第１の分配手段を有し、
　前記バックアップ部は、前記第３の記録・再生手段で再生された前記音声データおよび
／または映像データを分配する２の分配手段を有し、
　前記第２の記録・再生手段が、前記第１の分配手段からの出力、および、前記第１の分
配手段からの出力信号を入力するように構成されており、
　前記選択手段の前記第２入力端子には、前記第１の分配手段の出力信号が印加される、
　請求項１に記載のデータ記録・再生システム。
【請求項３】
　通信路に接続されたリスト変換手段をさらに有し、
　前記第１～第３の記録・再生手段はそれぞれ、前記通信路に接続された、第１リスト受
け入れ手段と、第２リスト生成手段とを有し、
　前記第１リスト受け入れ手段は、前記通信路を経由して入力される再生タイミングを示
す情報、および、当該第１リスト受け入れ手段を有する記録・再生手段における制御手段
が管理する音声データおよび／または映像データを示す第１のリスト情報を受け入れ、
　前記第２リスト生成手段は、前記第１リスト受け入れ手段において受け入れた前記第１
のリスト情報に基づいて前記第２リスト生成手段を有する記録・再生手段において記録す
る音声データおよび／または映像データ、および、その再生開始時間を含む第２リスト情
報を生成し、
　前記リスト変換手段は、前記音声データおよび／または映像データの供給を受ける前記
第２の記録・再生手段および前記第３の記録・再生手段それぞれの前記第２のリスト生成
手段が生成した前記第２のリスト情報を、前記第１のリスト情報に変換して、前記通信路
を経由して、前記音声データおよび／または映像データを供給する前記第１の記録・再生
手段および前記第３の記録・再生手段に送信し、
　前記第１の記録・再生手段～前記第３の記録・再生手段のそれぞれは、外部から供給さ
れる音声データおよび／または映像データの内、当該記録・再生手段内の前記第２リスト
生成手段が生成した前記第２のリスト情報が示す前記音声データおよび／または映像デー
タを記録し、前記通信路を経由して受け入れた前記第１のリスト情報が示す音声データお
よび／または映像データを再生する、
　請求項１に記載のデータ記録・再生システム。
【請求項４】
　前記第１のリスト情報および前記第２のリスト情報は、少なくとも、これら前記第１の
リスト情報および前記第２のリスト情報が示すデータそれぞれが記録済状態であるか未記
録状態であるかを示す状態データを含み、
　前記リスト変換手段は、前記音声データおよび／または映像データの供給を受ける前記
第２の記録・再生手段および前記第３の記録・再生手段それぞれの対応する前記第２のリ
スト生成手段が生成した前記第２のリスト情報の前記状態データを保存して前記第１のリ
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スト情報に変換し、
　前記音声データおよび／または映像データを供給する前記第１の記録・再生手段および
前記第３の記録・再生手段それぞれは、前記通信路を経由して受け入れた前記第１のリス
ト情報が示すデータの内、対応する前記状態データが未記録状態を示す音声データおよび
／または映像データを再生する、
　請求項３に記載のデータ記録・再生システム。
【請求項５】
　前記第１のリスト情報および前記第２のリスト情報は、少なくとも、これら前記第１の
リスト情報および前記第２のリスト情報が示す音声データおよび／または映像データそれ
ぞれが記録済状態であるか未記録状態であるかを示す状態データを含み、
　前記音声データおよび／または映像データの供給を受ける前記第２の記録・再生手段お
よび前記第３の記録・再生手段それぞれは、対応する前記第２のリスト生成手段が生成し
た前記第２のリスト情報の内、対応する前記状態データが未記録状態を示すデータの分だ
けを前記通信路を介して前記リスト変換手段に供給し、
　前記リスト変換手段は、前記音声データおよび／または映像データの供給を受ける前記
第２の記録・再生手段および前記第３の記録・再生手段それぞれの対応する前記第２のリ
スト生成手段が生成した前記第２のリスト情報の前記状態データを保存して前記第１のリ
スト情報に変換する、
　請求項３に記載のデータ記録・再生システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば、多チャンネル放送を行うケーブルテレビジョン放送局において、全チ
ャネルに対して送出する番組およびコマーシャル等の音声・映像データを一括して記録し
て供給するライブラリ装置と、ライブラリ装置から音声・映像データの供給を受けて各チ
ャネルに音声・映像データを供給する送出装置とを有するサーバーシステムであって、こ
れらの構成要素それぞれをバックアップしてシステムの信頼性を高めたデータ記録・再生
システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
複数のチャネルを用いるケーブルテレビジョン放送局および衛星放送システム等において
、番組およびコマーシャル等の音声データおよび映像データまたはこれらのいずれか（音
声・映像データ）を記録し、記録した音声・映像データを、指定された時刻に送出するサ
ーバーシステムが用いられている。
【０００３】
放送用に高い信頼性を達成するために、従来から、サーバーシステムを構成する装置それ
ぞれに同一の予備装置を付加する２重化構成等の方法が採られている。
しかしながら、例えば、放送用の番組およびコマーシャル等の音声・映像データの全てを
一括して記録および管理するライブラリ装置と、ライブラリ装置が再生した音声・映像デ
ータを、各チャネルに送出する送出装置とを含むサーバーシステムを２重化構成とする場
合には、これらの装置がそれぞれ２つずつ必要になるので、コストが非常に高くなってし
まう。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上述した問題点に鑑みてなされたものであり、放送用の番組およびコマーシャ
ル等の音声・映像データを記録し、管理し、複数のチャネルに対して送出するサーバーシ
ステムの信頼性を向上させながら、システムのコストを低減することができるデータ記録
・再生システムを提供することを目的とする。
また、本発明は、サーバーシステム等を構成する複数の装置それぞれを２重化しなくとも
、２重化と同等の信頼性を達成することができるデータ記録・再生システムを提供するこ
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とを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
　本発明によれば、外部から供給される音声データおよび／または映像データを記録し、
記録した前記音声データおよび／または映像データを再生する第１の記録・再生手段を有
するライブラリ部と、第１入力端子に前記第１の記録・再生手段に入力される前記音声デ
ータおよび／または映像データと同じデータが印加され、第２入力端子に前記第１の記録
・再生手段から出力される前記音声データおよび／または映像データが印加される選択手
段と、前記第１の記録・再生手段と同じ記憶容量を有し、前記第１の記録・再生手段と同
じ記憶、再生処理機能を有する第３の記録・再生手段とを有するバックアップ部と、外部
の伝送路に接続された伝送装置と、前記第１の記録・再生手段または前記第３の記録・再
生手段から出力された前記音声データおよび／または映像データの一部または全部を記録
し、当該記録した前記音声データおよび／または映像データを再生して前記伝送装置を経
由して外部に出力する、少なくとも１つの第２の記録・再生手段とを有する送出部と、前
記第１の記録・再生手段および前記第２の記録・再生手段における障害の有無を検出する
障害検出手段と、前記障害検出手段の検出に応じて障害処理を行う障害処理手段とを有し
、
　前記障害処理手段は、
　　前記障害検出手段が前記第１の記録・再生手段に障害が発生したことを検出した場合
には、前記選択手段の前記第１入力端子に印加され、前記第１の記録・再生手段に入力さ
れる前記音声データおよび／または映像データと同じデータを前記選択手段において選択
して前記第３の記録・再生手段に入力させ、当該第３の記録・再生手段で再生した音声デ
ータおよび／または映像データを前記第２の記録・再生手段に入力させ、
　　前記障害検出手段が前記第２の記録・再生手段に障害が発生したことを検出した場合
には、前記選択手段の前記第２入力端子に印加され、前記第１の記録・再生手段から出力
された前記音声データおよび／または映像データと同じデータを前記選択手段において選
択して前記第３の記録・再生手段に入力させ、当該第３の記録・再生手段で再生した音声
データおよび／または映像データを前記外部の伝送路に接続された前記伝送装置に入力さ
せる、データ記録・再生システムが提供される。
【０００６】
　好ましくは、前記ライブラリ部は、前記第１の記録・再生手段で再生された前記音声デ
ータおよび／または映像データを分配する第１の分配手段を有し、前記バックアップ部は
、前記第３の記録・再生手段で再生された前記音声データおよび／または映像データを分
配する２の分配手段を有し、前記第２の記録・再生手段が、前記第１の分配手段からの出
力、および、前記第１の分配手段からの出力信号を入力するように構成されており、前記
選択手段の前記第２入力端子には、前記第１の分配手段の出力信号が印加される。
【０００７】
　また好ましくは、通信路に接続されたリスト変換手段をさらに有し、前記第１～第３の
記録・再生手段はそれぞれ、前記通信路に接続された、第１リスト受け入れ手段と、第２
リスト生成手段とを有し、前記第１リスト受け入れ手段は、前記通信路を経由して入力さ
れる再生タイミングを示す情報、および、当該第１リスト受け入れ手段を有する記録・再
生手段における制御手段が管理する音声データおよび／または映像データを示す第１のリ
スト情報を受け入れ、前記第２リスト生成手段は、前記第１リスト受け入れ手段において
受け入れた前記第１のリスト情報に基づいて前記第２リスト生成手段を有する記録・再生
手段において記録する音声データおよび／または映像データ、および、その再生開始時間
を含む第２リスト情報を生成し、前記リスト変換手段は、前記音声データおよび／または
映像データの供給を受ける前記第２の記録・再生手段および前記第３の記録・再生手段そ
れぞれの前記第２のリスト生成手段が生成した前記第２のリスト情報を、前記第１のリス
ト情報に変換して、前記通信路を経由して、前記音声データおよび／または映像データを
供給する前記第１の記録・再生手段および前記第３の記録・再生手段に送信し、前記第１
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の記録・再生手段～前記第３の記録・再生手段のそれぞれは、外部から供給される音声デ
ータおよび／または映像データの内、当該記録・再生手段内の前記第２リスト生成手段が
生成した前記第２のリスト情報が示す前記音声データおよび／または映像データを記録し
、前記通信路を経由して受け入れた前記第１のリスト情報が示す音声データおよび／また
は映像データを再生する。
【０００８】
　さらに好ましくは、前記第１のリスト情報および前記第２のリスト情報は、少なくとも
、これら前記第１のリスト情報および前記第２のリスト情報が示すデータそれぞれが記録
済状態であるか未記録状態であるかを示す状態データを含み、前記リスト変換手段は、前
記音声データおよび／または映像データの供給を受ける前記第２の記録・再生手段および
前記第３の記録・再生手段それぞれの対応する前記第２のリスト生成手段が生成した前記
第２のリスト情報の前記状態データを保存して前記第１のリスト情報に変換し、前記音声
データおよび／または映像データを供給する前記第１の記録・再生手段および前記第３の
記録・再生手段それぞれは、前記通信路を経由して受け入れた前記第１のリスト情報が示
すデータの内、対応する前記状態データが未記録状態を示す音声データおよび／または映
像データを再生する。
【０００９】
　また好ましくは、前記第１のリスト情報および前記第２のリスト情報は、少なくとも、
これら前記第１のリスト情報および前記第２のリスト情報が示す音声データおよび／また
は映像データそれぞれが記録済状態であるか未記録状態であるかを示す状態データを含み
、前記音声データおよび／または映像データの供給を受ける前記第２の記録・再生手段お
よび前記第３の記録・再生手段それぞれは、対応する前記第２のリスト生成手段が生成し
た前記第２のリスト情報の内、対応する前記状態データが未記録状態を示すデータの分だ
けを前記通信路を介して前記リスト変換手段に供給し、前記リスト変換手段は、前記音声
データおよび／または映像データの供給を受ける前記第２の記録・再生手段および前記第
３の記録・再生手段それぞれの対応する前記第２のリスト生成手段が生成した前記第２の
リスト情報の前記状態データを保存して前記第１のリスト情報に変換する。
【００１０】
　第１の記録・再生手段は、たとえば、サーバーシステムにおいて、複数（ｎ個）の放送
用チャネルに対して送出する番組およびコマーシャル等の音声・映像データの全てを記録
し、記録した音声・映像データを第２の記録・再生手段および第３の記録・再生手段に供
給するライブラリ装置として機能する。
【００１１】
　また、ｎ台（ｎ≧１）の第２の記録・再生手段（たとえば、送出装置）は、第１の記録
・再生手段（たとえば、ライブラリ装置）から供給される番組およびコマーシャル等の音
声データおよび／または映像データ（音声・映像データ）から、ｎ個のチャネルそれぞれ
に送出する音声・映像データを選択して記録し、記録した音声・映像データを、番組およ
びコマーシャル等の放映時間に合わせて再生し、伝送路に送出する送出装置（たとえば、
オンエアモジュール）として機能する。
【００１２】
　また、第３の記録・再生手段は、第１の記録・再生手段（たとえば、ライブラリ装置）
およびｎ台の第２の記録・再生手段（たとえば、送出装置）のいずれか１つが、音声・映
像データの記録・再生およびその送出が不可能になる障害を起こした場合に、障害を起こ
したいずれかの記録・再生手段の代わりを行うバックアップ装置として機能する。
【００１３】
　なお、第１の記録・再生手段（たとえば、ライブラリ装置）およびｎ台の第２の記録・
再生手段（たとえば、送出装置）は、いずれも充分に信頼性が高く、実際問題として、同
時に複数の装置が障害を起こすことはない。
　また、例えば、第１の記録・再生手段および第２の記録・再生手段（たとえば、ライブ
ラリ装置，送出装置）は、通常、このような高い信頼性が要求される装置に備えられてい
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る障害発生の診断機能を有している。あるいは、第１の記録・再生手段および第２の記録
・再生手段（たとえば、ライブラリ装置，送出装置）は、通信路（たとえば、ＬＡＮ１６
）を介して接続される障害検出手段５６０によって障害が検出される。
【００１４】
　例えば、第１の記録・再生手段（たとえば、ライブラリ装置）および第２の記録・再生
手段（たとえば、送出装置）の自己診断機能を利用して、あるいは、通信路（たとえば、
ＬＡＮ１６）を介して第１の記録・再生手段および第２の記録・再生手段（ライブラリ装
置，送出装置）の障害を検出する障害検出手段（５６０）は、第１の記録・再生手段（た
とえば、ライブラリ装置）および第２の記録・再生手段（たとえば、送出装置）のいずれ
かに音声・映像データの記録、再生および送出を不可能とする重大な障害が発生している
か否かを検出する。
【００１５】
　障害検出手段が、第１の記録・再生手段（たとえば、ライブラリ装置）に障害が発生し
たことを検出した場合には、選択手段は、外部から供給され、複数の放送用チャネルそれ
ぞれに送出する音声・映像データの全てを、第３の記録・再生手段（たとえば、バックア
ップ装置）に対して出力する。
　また、複数の第２の記録・再生手段（たとえば、送出装置）のいずれかに障害が発生し
たことを検出した場合には、第１の記録再生装置（たとえば、ライブラリ装置）が出力す
る音声・映像データを、第３の記録・再生手段（たとえば、バックアップ装置）に対して
出力する。
【００１６】
　第３の記録・再生手段（たとえば、バックアップ装置）は、障害処理手段の制御に従っ
て、第１の記録・再生装置（たとえば、ライブラリ装置）が障害を起こした場合には、第
１の記録・再生装置（たとえば、ライブラリ装置）の代わりとして動作し、複数の放送用
チャネルそれぞれに送出する音声・映像データを含む音声・映像データの全てを記録し、
第２の記録・再生手段（たとえば、送出装置）の要求に応じて再生し、第２の記録・再生
手段（たとえば、送出装置）に供給する。
【００１７】
　また、第３の記録・再生手段（たとえば、バックアップ装置）は、障害処理手段の制御
に従って、第２の記録・再生手段（たとえば、送出装置）のいずれかが障害を起こした場
合には、障害を起こした第２の記録・再生手段（たとえば、送出装置）の代わりとして動
作し、第１の記録・再生手段（たとえば、ライブラリ装置）が出力する音声・映像データ
の内、障害を起こした第２の記録・再生手段（たとえば、送出装置）が記録すべき音声・
映像データを記録し、記録した音声・映像データを出力手段に供給する。
【００１８】
　第１の記録・再生手段（たとえば、ライブラリ装置）～第３の記録・再生手段（たとえ
ば、バックアップ装置）は、基本的に、同一構成であって、同一の動作を行う。
　これらの記録・再生手段（たとえば、ライブラリ装置，送出装置，バックアップ装置）
において、データ記録・再生手段は、記録すべき音声・映像データを示す第２のリスト情
報（ファイリングリスト）が示す音声・映像データを記録し、記録した音声・映像データ
の内、第１のリスト情報（プレイリスト）が示す音声・映像データを順次、再生する。
【００１９】
　伝送装置は、障害処理手段の制御に従って、第２の記録・再生手段（たとえば、送出装
置）のいずれかが障害を起こした場合には、障害を起こしていない第２の記録・再生装置
（たとえば、送出装置）が出力する音声・映像データと、障害を起こしている第２の記録
・再生装置（たとえば、送出装置）の代わりとして動作している第３の記録・再生装置（
たとえば、バックアップ装置）が出力している音声・映像データとを、放送用の回線に出
力し、これ以外の場合には、第２の記録・再生装置（たとえば、送出装置）が出力する音
声・映像データを、放送用の回線に出力する。
【００２０】
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　第１のリスト受入手段は、音声・映像データの供給を受ける第２の記録・再生手段およ
び第３の記録・再生手段（たとえば、送出装置，バックアップ装置）からリスト変換手段
を介して入力される第１のリスト情報（プレイリスト）、あるいは、ユーザーが作成した
第２のリスト情報（プレイリスト）を通信路を介して受け入れ、記録・再生手段を制御し
て、第１のリスト情報（プレイリスト）が示す音声・映像データを再生させる。
【００２１】
　第２のリスト生成手段は、例えば、記録・再生手段を制御して、外部から入力される音
声・映像データの内、音声・映像データの供給を受ける第２の記録・再生手段および第３
の記録・再生手段（たとえば、送出装置，バックアップ装置）からリスト変換手段を介し
て入力される第１のリスト情報（プレイリスト）等に基づいて生成した第２のリスト情報
（ファイリングリスト）、あるいは、ユーザーが作成した第２のリスト情報（ファイリン
グリスト）が示す音声・映像データを選択して記録させる。
【００２２】
　リスト変換手段は、音声・映像データの供給を受ける第２の記録・再生手段および第３
の記録・再生手段（たとえば、送出装置，バックアップ装置）から入力されたファイリン
グリストをプレイリストの形式に変換し、音声・映像データを供給する第１の記録・再生
手段および第３の記録・再生手段（たとえば、ライブラリ装置，バックアップ装置）の第
１のリスト受入手段に対して出力する。
【００２３】
　このように、リスト変換手段が、音声・映像データの供給を受ける装置（たとえば、記
録・再生手段）から入力される第２のリスト情報（ファイリングリスト）を第１のリスト
情報（プレイリスト）に変換して、音声・映像データを供給する装置に対して出力するこ
とにより、いずれの側の記録・再生手段（たとえば、ライブラリ装置，送出装置，バック
アップ装置）も、第１のリスト情報（プレイリスト）が示す音声・映像データを再生し、
第２のリスト情報（ファイリングリスト）が示す音声・映像データを記録するという全く
同じ動作で、それぞれライブラリ装置および送出装置としての異なる機能を果たすことが
できる。
【００２４】
【発明の実施の形態】
第１実施形態
以下、本発明の第１の実施形態を説明する。
【００２５】
サーバーシステム１の構成
まず、図１を参照して、サーバーシステム１の構成を説明する。
図１は、本発明の第１の実施形態として示すサーバーシステム１の構成を示す図である。
【００２６】
図１に示すように、サーバーシステム１は、ライブラリ部１２、分配装置１２４、コピー
マネージャ１４、ＬＡＮ１６および送出部１８から構成される。
ライブラリ部１２は、例えば、受信装置１２０、ビデオテープレコーダ１２２および単位
モジュール２ａから構成され、中継用の通信回線１０および放送用の伝送路（図示せず）
等に接続される。
送出部１８は、ｎ台の単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn および伝送装置１８０から構成され
る。
【００２７】
図２は、図１に示したサーバーシステム１のライブラリ部１２の単位モジュール２ａ、お
よび、送出部１８の単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn の構成を示す図である。
【００２８】
単位モジュール２ａ，２ｂ1 ～２ｂn は、音声・映像データの記録容量、あるいは、シス
テム仕様に応じた変更等を除いて基本的に同一構成を採り、入力部２０、記録・再生部２
２、ルーティング装置２４、制御部２６および端末装置２６８から構成される。
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【００２９】
入力部２０は、例えば、ｍ個の入力インターフェース回路（入力ＩＦ）２００1 ～２００

m から構成され、入力ＩＦ２００1 ～２００m には、それぞれ受信装置１２０およびビデ
オテープレコーダ（ＶＴＲ）装置１２２等が接続される。
記録・再生部２２は、例えば、入力ＩＦ２００1 ～２００m それぞれに対応するハードデ
ィスク装置、光磁気ディスク装置およびカセットチェンジャー装置等のｍ個の記録・再生
装置２２０1 ～２２０m から構成される。
なお、記録・再生装置２２０1 ～２２０m の数は、入力部２０の入力ＩＦ２００1 ～２０
０m の数と必ずしも一致している必要はなく、例えば、単一の記録・再生装置により記録
・再生部２２が構成されていてもよい。
【００３０】
制御部２６は、制御装置２６０、ファイリングリスト生成部２６２、プレイリスト受信部
２６４およびＬＡＮインターフェース回路（ＬＡＮ－ＩＦ）２６６から構成される。
【００３１】
図３は、図１に示したコピーマネージャ１４の構成を示す図である。
図３に示すように、コピーマネージャ１４は、例えば、ＬＡＮ１６を介してライブラリ部
１２の単位モジュール２ａおよび送出部１８の単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn と接続され
たコンピュータであって、ＬＡＮ－ＩＦ１４０およびリスト変換部１４２を有する。
【００３２】
サーバーシステム１は、これらの構成部分により、例えば、ケーブルテレビジョン放送局
において、複数のチャネルを用いて放映する番組、コマーシャルおよびスポーツ中継等の
音声データおよび映像データまたはこれらのいずれか（音声・映像データ）の全てを、ラ
イブラリ部１２により通信回線１０等から受けて、一括して記録および管理する。さらに
、サーバーシステム１は、ライブラリ部１２が供給する音声・映像データを、これら複数
のチャネルそれぞれに対応する送出部１８の単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn それぞれによ
り記録および管理し、番組等の放映時間に合わせて再生し、放送用の伝送路に送出する。
【００３３】
サーバーシステム１の構成部分
以下、サーバーシステム１の各構成部分を説明する。
【００３４】
単位モジュール２ａ
ライブラリ部１２において、単位モジュール２ａは、例えば、ユーザーが端末装置２６８
を用いて作成したファイリングリスト（図４を参照して後述する）が示す音声・映像デー
タを、受信装置１２０およびＶＴＲ装置１２２等から受信して記録する。
また、単位モジュール２ａは、送出部１８からコピーマネージャ１４およびＬＡＮ１６を
介して入力されるプレイリスト（図５を参照して後述する）が示す音声・映像データを再
生して、分配装置１２４を介して送出部１８の単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn の全てに供
給する。
【００３５】
単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn 

送出部１８において、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn は、例えば、ユーザーが端末装置２
６８を用いて作成したプレイリストが示す複数のチャネルそれぞれの音声・映像データを
、その放映時間に合わせて再生する。
また、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn は、記録すべき音声・映像データを示すファイリン
グリストを生成して、コピーマネージャ１４およびＬＡＮ１６を介してライブラリ部１２
の単位モジュール２ａに対して出力する。
【００３６】
入力部２０
単位モジュール２ａ，２ｂ1 ～２ｂn において、入力部２０の入力ＩＦ２００1 ～２００

m はそれぞれ、制御部２６の制御装置２６０の制御に従って動作し、受信装置１２０およ
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びＶＴＲ装置１２２、あるいは、分配装置１２４等の外部から入力される音声・映像デー
タを受け入れて、記録・再生部２２に対して出力する。
【００３７】
記録・再生部２２
記録・再生部２２において、記録・再生装置２２０1 ～２２０m はそれぞれ、制御装置２
６０の制御に従って動作し、入力ＩＦ２００1 ～２００m を介して入力された音声・映像
データを記録し、記録した音声・映像データを再生してルーティング装置２４に対して出
力する。
【００３８】
ルーティング装置２４
ルーティング装置２４は、ｑ個（１≦ｑ）の出力端子ＶＯＵＴ1 ～ＶＯＵＴq を有し、制
御装置２６０の制御に従って動作して、記録・再生装置２２０1 ～２２０m からそれぞれ
入力された音声・映像データを、出力端子ＶＯＵＴ1 ～ＶＯＵＴq にルーティングして分
配装置１２４または伝送装置１８０に対して出力する。
【００３９】
なお、ライブラリ部１２において、単位モジュール２ａのルーティング装置２４は、例え
ば、ｑ個の出力端子ＶＯＵＴ1 ～ＶＯＵＴq の内の１つ（ＶＯＵＴk ；１≦ｋ≦ｑ）のみ
から音声・映像データを出力する。
また、送出部１８において、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn のルーティング装置２４は、
ｑ個の出力端子ＶＯＵＴ1 ～ＶＯＵＴq の全てまたは一部から音声・映像データを出力す
る。
【００４０】
制御装置２６０
制御部２６において、制御装置２６０は、単位モジュール２ａ，２ｂ1 ～２ｂn の各構成
部分の動作を制御する。
また、制御装置２６０は、記録・再生装置２２０1 ～２２０m に記録された音声・映像デ
ータおよびその記録領域を管理する。
【００４１】
また、制御装置２６０は、端末装置２６８に対してユーザーが作成したファイリングリス
ト、あるいは、ファイリングリスト生成部２６２が生成したファイリングリストに基づい
て、記録・再生装置２２０1 ～２２０m を制御し、受信装置１２０およびＶＴＲ装置１２
２等の外部から、あるいは、ライブラリ部１２の単位モジュール２ａから分配装置１２４
を介して入力された音声・映像データの内、ファイリングリストが示す音声・映像データ
のみを記録させる。
【００４２】
また、制御装置２６０は、端末装置２６８を用いてユーザーが作成したプレイリスト、あ
るいは、プレイリスト受信部２６４が受信したライブラリ部１２の単位モジュール２ａか
らのプレイリストに基づいて、記録・再生装置２２０1 ～２２０m を制御し、記録・再生
装置２２０1 ～２２０m に記録された音声・映像データの内、プレイリスト等が示す音声
・映像データを、プレイリスト等が示す時間に順次、再生させる。
【００４３】
また、制御装置２６０は、単位モジュール２ａ，２ｂ1 ～２ｂn の各構成部分に障害が起
きたか否かを診断する自己診断機能を有し、例えば、コピーマネージャ１４等の問い合わ
せに応じて、障害が起きたこと、および、起きた障害の内容をＬＡＮ１６を介して通報す
る。
【００４４】
ファイリングリスト生成部２６２
ファイリングリスト生成部２６２は、プレイリスト受信部２６４が出力するプレイリスト
、および、制御装置２６０が管理する音声・映像データを示すデータに基づいて、記録・
再生装置２２０1 ～２２０m に記録する音声・映像データ、および、その再生開始時間等
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を示すファイリングリストを生成し、制御装置２６０およびＬＡＮ－ＩＦ２６６に対して
出力する。
【００４５】
図４をさらに参照して、ファイリングリスト生成部２６２が生成するファイリングリスト
を説明する。
図４は、図２に示したファイリングリスト生成部２６２が生成するファイリングリストを
示す図である。
【００４６】
　図４は、図２に示したファイリングリスト生成部２６２が生成するファイリングリスト
を示す図である。
【００４７】
図４に示すように、ファイリングリストは、番号データ（ｎｏ）、再生開始時刻データ（
ＳＴＡＲＴ）、識別子データ（ＩＤ）、タイトルデータ（ＴＩＴＬＥ）、記録位置データ
（ＳＯＭ）、時間長データ（ＤＵＲ）、格納位置データ（ＢＩＮ）および状態データ（Ｓ
ＴＡＴＵＳ）を含む。
【００４８】
ファイリングリストにおいて、番号データ（ｎｏ）は、番組およびコマーシャルの音声・
映像データそれぞれに付された番号を示す。
再生開始時刻データ（ＳＴＡＲＴ）は、音声・映像データそれぞれの再生を開始する時刻
を時（ＨＨ）：分（ＭＭ）：秒（ＳＳ）の形式で示す。
識別子データ（ＩＤ）は、単位モジュール２ａ，２ｂ1 ～２ｂn においてユニークに音声
・映像データそれぞれに付される識別子を示す。
タイトルデータ（ＴＩＴＬＥ）は、音声・映像データそれぞれの名称（タイトル）を示す
。
【００４９】
記録位置データ（ＳＯＭ）は、記録・再生装置２２０1 ～２２０m における音声・映像デ
ータそれぞれの記録位置の先頭を時（ＨＨ）：分（ＭＭ）：秒（ＳＳ）の形式で示す。
時間長データ（ＤＵＲ）は、音声・映像データそれぞれの時間長を示す。
格納位置データ（ＢＩＮ）は、音声・映像データが、記録・再生装置２２０1 ～２２０m 

のいずれに記録されているか、あるいは、記録・再生部２２が１台のカセットチェンジャ
ー装置である場合に、音声・映像データが記録されているカセット記録媒体の格納位置を
示す。
【００５０】
状態データ（ＳＴＡＴＵＳ）は、音声・映像データが記録・再生装置２２０1 ～２２０m 

に記録されているか（ｆｉｌｅｄ）、記録されていないか（ｎｏｔｆｉｌｅｄ）、あるい
は、音声・映像データがテープ記録媒体に記録されている場合に、音声・映像データが記
録されているテープ記録媒体が巻き戻されている（ｒｅｖｉｅｗｅｄ）か等の状態を示す
。
【００５１】
プレイリスト受信部２６４
プレイリスト受信部２６４は、端末装置２６８を用いてユーザーが作成したプレイリスト
、あるいは、ライブラリ部１２の単位モジュール２ａから受信したプレイリストを、ファ
イリングリスト生成部２６２および制御装置２６０に対して出力する。
【００５２】
図５をさらに参照して、プレイリスト受信部２６４が生成するファイリングリストを説明
する。
図５は、図２に示したプレイリスト受信部２６４が生成するファイリングリストを示す図
である。
【００５３】
図５に示すように、プレイリストは、番号データ（ｎｏ）、再生開始時刻データ（ＳＴＡ
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ＲＴ）、識別子データ（ＩＤ）、ＳＥＧデータ、記録位置データ（ＳＯＭ）、時間長デー
タ（ＤＵＲ）、格納位置データ（ＢＩＮ）、Ｐｕｌｓｅ１２ＬＢデータおよび状態データ
（ＳＴＡＴＵＳ）を含む。
【００５４】
つまり、プレイリストは、図４に示したファイリングデータと同一内容の番号データ（ｎ
ｏ）、再生開始時刻データ（ＳＴＡＲＴ）、識別子データ（ＩＤ）、記録位置データ（Ｓ
ＯＭ）、時間長データ（ＤＵＲ）、格納位置データ（ＢＩＮ）および状態データ（ＳＴＡ
ＴＵＳ）に、ＳＥＧデータおよびＰｕｌｓｅ１２ＬＢデータを付加した構成を採る。
【００５５】
プレイリストにおいて、ＳＥＧデータは、ライブラリ部１２と送出部１８との間の制御に
用いられる。
Ｐｕｌｓｅ１２ＬＢデータは、単位モジュール２ａ，２ｂ1 ～２ｂn における音声・映像
データの再生タイミングを示す。
なお、プレイリストに含まれるこれら２つ以外のデータは、ファイリングデータに含まれ
るデータと同じである。
【００５６】
ライブラリ部１２（図１）において、単位モジュール２ａのＬＡＮ－ＩＦ２６６は、ＬＡ
Ｎ１６を介してコピーマネージャ１４から入力されたプレイリストを、プレイリスト受信
部２６４に対して出力する。
また、送出部１８（図１）において、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn のＬＡＮ－ＩＦ２６
６は、ファイリングリスト生成部２６２から入力されたファイリングリングリストを受信
し、ＬＡＮ１６を介してコピーマネージャ１４に対して出力する。
【００５７】
端末装置２６８
端末装置２６８（図２）は、ユーザーの操作を受け入れ、制御部２６に対して出力する。
【００５８】
分配装置１２４
分配装置１２４（図１）は、例えば、ライブラリ部１２の単位モジュール２ａから入力さ
れた音声・映像データＬＯＵＴを増幅して分配し、同一内容の音声・映像データを送出部
１８の単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn に対して供給する。
【００５９】
伝送装置１８０
伝送装置１８０（図１）は、送出部１８の単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn からそれぞれ、
１～ｑチャネル分ずつ入力される音声・映像データＣＧ1 ～ＣＧn を多重化し、放送用の
伝送路に送出する。
【００６０】
コピーマネージャ１４
コピーマネージャ１４（図１）において、ＬＡＮ－ＩＦ１４０（図３）は、送出部１８の
単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn からＬＡＮ１６を介して入力されるファイリングリスト（
図４）をリスト変換部１４２に対して出力する。
また、ＬＡＮ－ＩＦ１４０は、リスト変換部１４２から入力されるプレイリスト（図５）
を、ＬＡＮ１６を介してライブラリ部１２の単位モジュール２ａに対して出力する。
【００６１】
リスト変換部１４２は、送出部１８からＬＡＮ１６を介して入力されたファイリングリス
ト（図４）にＳＥＧデータおよびＰｕｌｓｅ１２ＬＢデータ（図５）を付加してプレイリ
ストに変換し、ＬＡＮ１６を介してライブラリ部１２に対して出力する。
【００６２】
サーバーシステム１の動作
以下、サーバーシステム１の動作を説明する。
【００６３】
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単位モジュール２ａによる音声・映像データの記録
単位モジュール２ａにおいて、ファイリングリスト生成部２６２は、ユーザーが端末装置
２６８を用いて作成し、サーバーシステム１がサポートする全チャネルに送出する番組等
の音声・映像データの全てを示すファイリングリストを受けて、制御装置２６０に対して
出力する。
【００６４】
制御装置２６０は、ファイリングリスト生成部２６２から入力されたファイリングリスト
に基づいて、記録・再生装置２２０1 ～２２０m を制御して、受信装置１２０およびＶＴ
Ｒ装置１２２等の外部から入力ＩＦ２００1 ～２００m を介して記録・再生装置２２０1 

～２２０m に入力される音声・映像データの内、ファイリングリスト生成部２６２が作成
したファイリングリストが示す音声・映像データのみを記録させる。
【００６５】
単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn によるファイリングリストの送出
ユーザーは、送出部１８（図１）の単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn それぞれの端末装置２
６８（図２）を用いて、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn それぞれに対するプレイリスト（
図５）を作成する。
プレイリスト受信部２６４は、ユーザーが作成したプレイリストを受けて、プレイリスト
を制御装置２６０およびファイリングリスト生成部２６２に対して出力する。
【００６６】
単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn それぞれのファイリングリスト生成部２６２は、ユーザー
が作成したプレイリストからＳＥＧデータおよびＰｕｌｓｅ１２ＬＢデータを削除し、さ
らに、制御装置２６０が管理する記録・再生装置２２０1 ～２２０m 内の音声・映像デー
タを示すデータに基づいて、状態データ（ＳＴＡＴＵＳ）を変更してファイリングリスト
を生成し、生成したファイリングリストを、音声・映像データ１つ分ずつＬＡＮ１６を介
してコピーマネージャ１４に対して出力する。
【００６７】
コピーマネージャ１４によるリスト変換
コピーマネージャ１４は、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn それぞれから入力されるファイ
リングリストからプレイリストを生成して、ＬＡＮ１６を介してライブラリ部１２の単位
モジュール２ａに対して出力する。
【００６８】
単位モジュール２ａによるプレイリストの受信
単位モジュール２ａのプレイリスト受信部２６４は、コピーマネージャ１４が単位モジュ
ール２ｂ1 ～２ｂn それぞれからのファイリングリストから生成したプレイリストを受信
し、制御装置２６０およびファイリングリスト生成部２６２に対して出力する。
ファイリングリスト生成部２６２は、ファイリングリスト生成部２６２から入力されたプ
レイリストからファイリングリストを生成し、制御装置２６０に対して出力する。
【００６９】
単位モジュール２ａによる音声・映像データの再生
制御装置２６０は、記録・再生装置２２０1 ～２２０m を制御して、記録した音声・映像
データの内、ファイリングリスト（図４）の状態データ（ＳＴＡＴＵＳ）が未記録（ｎｏ
ｔ　ｆｉｌｅｄ）となっている音声・映像データを順次、再生させ、ルーティング装置２
４を介して分配装置１２４に対して出力させる。
分配装置１２４は、単位モジュール２ａから入力された音声・映像データを、送出部１８
の単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn の全てに対して出力する。
なお、ライブラリ部１２は、上述した音声・映像データの記録および再生を並行して行う
。
【００７０】
単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn による音声・映像データの記録
単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn それぞれにおいて、制御装置２６０は、記録・再生装置２
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２０1 ～２２０m を制御して、分配装置１２４を介して単位モジュール２ａから入力され
る音声・映像データの内、ファイリングリストの状態データが未記録（ｎｏｔ　ｆｉｌｅ
ｄ）となっている音声・映像データのみを記録させる。
【００７１】
このように、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn の全てに同一の音声・映像データを出力し、
単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn がそれぞれ必要な音声・映像データを記録することにより
、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn の内の複数が、コマーシャル等の同一の音声・映像デー
タを必要とする場合でも、この音声・映像データの単位モジュール２ａによる再生および
送出が１回で済む。
【００７２】
なお、送出部１８がライブラリ部１２からの音声・映像データを記録する際には、送出部
１８とライブラリ部１２との動作の同期をとる必要があるが、例えば、送出部１８とライ
ブラリ部１２との間の動作の同期は、放送局において用いられる基準同期信号を用いるこ
とにより正確にとることができる。
【００７３】
また、送出部１８が、ライブラリ部１２からの音声・映像データを識別するためには、送
出部１８が、ファイリングデータに含まれる音声・映像データの識別データ（ＩＤ）と、
ライブラリ部１２が音声・映像データに付した識別データ（ＩＤ）とを比較する方法、送
出部１８がファイリングリストを送出してから、基準同期信号の何周期目にライブラリ部
１２が送出部１８に対して音声・映像データを送出するかを予め取り決めておく方法、あ
るいは、ライブラリ部１２と送出部１８との間で自動収録機能を用いる方法等を採ること
ができる。
【００７４】
単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn による音声・映像データの再生
単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn それぞれにおいて、制御装置２６０は、記録・再生装置２
２０1 ～２２０m を制御して、プレイリスト（図５）が示す再生開始時間（ＳＴＡＲＴ）
が示す時刻に、識別子データ（ＩＤ）等が示す音声・映像データを、記録位置データ（Ｓ
ＯＭ）および格納位置データ（ＢＩＮ）が示す記録位置から再生させ、ルーティング装置
２４を介して伝送装置１８０に対して出力させる。
【００７５】
伝送装置１８０は、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn から入力された音声・映像データを多
重化して、放送用の回線に対して送出する。
【００７６】
以上説明したように、本発明に係るサーバーシステム１によれば、基本的に同一構成の単
位モジュール２ａ，２ｂ1 ～２ｂn を用いて、放送用の音声・映像データを一括して管理
するライブラリ装置と、各チャネルに送出する音声・映像データを管理する送出部とを構
成することができる。従って、放送局の規模に合わせて、ライブラリ部１２の単位モジュ
ール２ａの数、および、送出部１８の単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn の数を変更してシス
テムの規模を柔軟に変更することができる。
【００７７】
また、ライブラリ部１２においても、送出部１８においても、各単位モジュールは、全く
同一の動作を行うので、例えば、ライブラリ部１２に用いる単位モジュールの記録・再生
部２２の記録容量を、送出部１８に用いる単位モジュールの記録容量よりも多くするとい
った、ごく少ない変更で、同一構成の単位モジュールを、ライブラリ部１２にも送出部１
８にも用いることができる。従って、用途別に単位モジュールを開発・設計する必要がな
いので、開発コスト等が低くて済む。
【００７８】
第１変形例
以下、図６を参照して、上記第１の実施形態（サーバーシステム１）の第１の変形例（サ
ーバーシステム３）を説明する。



(14) JP 4211067 B2 2009.1.21

10

20

30

40

50

図６は、本発明の第１の実施形態の第１の変形例を示す図である。なお、図６においては
、サーバーシステム３の構成部分のうち、図１に示したサーバーシステム１の構成部分と
同じものには同一の符号が付してある。
【００７９】
図６に示すように、サーバーシステム３は、ライブラリ部１２と、ライブラリ部１２の単
位モジュール２ａ（図１；図６において図示せず）の出力端子ＶＯＵＴ1 ～ＶＯＵＴq に
それぞれ接続されたｆ（ｆ＝２～ｑ）個の分配装置１２４1 ～１２４f 、および、分配装
置１２４1 ～１２４f それぞれに接続された送出部１８1 ～１８f から構成される。
【００８０】
上記第１の実施形態においては、ライブラリ部１２において、単位モジュール２ａのｑ個
の出力端子ＶＯＵＴ1 ～ＶＯＵＴq の内の１つのみを用いていたが、図６に示すように、
単位モジュール２ａの出力端子ＶＯＵＴ1 ～ＶＯＵＴq それぞれに送出部１８1 ～１８f 

を接続することにより、サーバーシステムがサポートするチャネル数を、最大ｆ×ｑチャ
ネルまで増やすことが可能である。
【００８１】
第２変形例
以下、図７を参照して、上記第１の実施形態（サーバーシステム１）の第２の変形例（サ
ーバーシステム４）を説明する。
図７は、本発明の第１の実施形態の第２の変形例を示す図である。なお、図７においては
、サーバーシステム４の構成部分のうち、図１および図６に示したサーバーシステム１，
３の構成部分と同じものには同一の符号が付してあり、図示の簡略化のために、伝送装置
１８０は省略されている。
【００８２】
図７に示すように、サーバーシステム４は、ライブラリ部１２、ライブラリ部１２と分配
装置１２４を介して接続された単位モジュール２ａ，２ｂ1 ～２ｂn （図１，図２）と同
一の構成で同一の機能を有するｒ台の単位モジュール２1 ～２r 、単位モジュール２1 ～
２r それぞれにｓ個ずつ接続された分配装置１２４1s～１２４rs、および、分配装置１２
４1s～１２４rsにｎ個ずつ接続された単位モジュール２111 ～２rsn から構成される。
【００８３】
サーバーシステム４において、コピーマネージャ１４は、単位モジュール２1 ～２r が出
力したファイリングリストをプレイリストに変換して、ライブラリ部１２に対して出力す
る。
また、コピーマネージャ１４は、単位モジュール２111 ～２ｂrsn が出力したファイリン
グリストをプレイリストに変換して、単位モジュール２1 ～２r に対して出力する。
コピーマネージャ１４以外のサーバーシステム４の各構成部分の機能および動作は、サー
バーシステム１，３においてと同じである。
【００８４】
サーバーシステム１の構成は、ライブラリ部１２の単位モジュール２ａと、送出部１８の
ｎ台の単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn とを、２段にカスケード接続した構成を採るが、サ
ーバーシステム４のように、さらにカスケード接続の段数を３段に増やし、３段のカスケ
ード接続段の間でコピーマネージャ１４およびＬＡＮ１６を介してファイリングリストお
よびプレイリストの送受信を行うことにより、サーバーシステムがサポートするチャネル
数を最大ｒ×ｓ×ｎ×ｑチャネルまで増大させることができる。
【００８５】
また、さらに、サーバーシステム４の複数段のカスケード接続の段数を増やし、４段以上
にカスケード接続された単位モジュールの段間で、コピーマネージャ１４がファイリング
リストとプレイリストとの変換処理を行うことにより、サーバーシステムがサポートする
チャネル数を増やすことができる。
【００８６】
その他の変形例
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なお、図４に示したファイリングリスト、および、図５に示したプレイリストの構成は例
示であって、必要に応じてこれらのリストに含めるデータの種類を増やしたり、データの
順序を変えたり、不要なデータを削除する等の変更が可能である。
また、サーバーシステム１，３，４（図１，図６，図７）においては、ライブラリ部１２
に含まれる単位モジュールの数は１台に限らず、複数の単位モジュールを受信装置１２０
およびＶＴＲ装置１２２等に並列接続し、これら複数の単位モジュールそれぞれに送出部
１８を接続してもよい。
【００８７】
また、以上、サーバーシステム１，３，４のライブラリ部１２が、最初にユーザーにより
設定されたファイリングリストが示す音声・映像データを記録する動作を行う場合を示し
たが、例えば、まず、ライブラリ部１２の後段の単位モジュールそれぞれが、最初にファ
イリングリストの全部をコピーマネージャ１４に対して出力し、次に、コピーマネージャ
１４が、これらのファイリングリストをプレイリストに変換してライブラリ部１２に設定
し、ライブラリ部１２が、設定されたプレイリストに基づいて音声・映像データを記録す
るようにサーバーシステム１，３，４の動作を変更することにより、後段の単位モジュー
ルに対するプレイリストの設定のみで、全ての音声・映像データをライブラリ部１２によ
り記録および管理することができ、ライブラリ部１２に対するファイリングリストの設定
が不要になる。
【００８８】
また、サーバーシステム１，３，４は、音声・映像データの記録、再生および送出の他、
例えば、コンピュータプログラムの記録、再生および送出等、他の用途に応用可能である
。
【００８９】
また、サーバーシステム１，３，４においては、カスケード接続の各段の単位モジュール
が、ファイリングリストの全てをコピーマネージャ１４に送出する場合を示したが、ファ
イリングリストの状態データが未記録（ｎｏｔ　ｆｉｌｅｄ）を示している音声・映像デ
ータのファイリングリストのみをコピーマネージャ１４に送出するようにサーバーシステ
ム１の動作を変更することができる。この動作変更により、ＬＡＮ１６のトラヒックを軽
減することができる。
【００９０】
また、各段の単位モジュールのファイリングリスト生成部２６２が、例えば、再生開始時
間（ＳＴＡＲＴ）が早い音声・映像データを示すファイリングリストから順に、コピーマ
ネージャ１４にファイリングリストを送出するといったように、音声・映像データに優先
順位を設定し、この優先順位に従って、ファイリングリストをコピーマネージャ１４に送
出するようにサーバーシステム１の動作を変更することも可能である。
【００９１】
第２実施形態
以下、本発明の第２の実施形態を説明する。
【００９２】
第１の実施形態として示したサーバーシステム１（図１）等は、ケーブルテレビジョン放
送局において用いられるので、高い信頼性が要求される。例えば、信頼性を高めるために
、サーバーシステム１において用いられている単位モジュール２ａ，２ｂ1 ～２ｂn を完
全２重化した場合、さらに（ｎ＋１）台の単位モジュールが必要になり、コストが非常に
高くなる。
【００９３】
一方、単位モジュール２ａ，２ｂ1 ～２ｂn は、充分に信頼性高く製造することができる
ので、同一のサーバーシステムにおいて、同時に２台の単位モジュールが障害を起こして
使用不能になる可能性は、実際問題としてはない。
【００９４】
以下に第２の実施形態として示すサーバーシステム５は、このような観点から考えだされ
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たものであり、例えば、（ｎ＋１）台の単位モジュールを有するサーバーシステム１に、
１台の単位モジュールおよびその周辺装置をバックアップ用に付加することのみにより、
サーバーシステム１を完全２重化した場合と同様に、サーバーシステムが故障して全部ま
たは一部のチャネルに音声・映像データを送出不可能になる自体を防止することができる
ように構成されている。
【００９５】
サーバーシステム５の構成
以下、サーバーシステム５の構成を説明する。
図８は、本発明の第２の実施形態として示すサーバーシステム５の構成を示す図である。
なお、図８においては、サーバーシステム５の構成部分の内、図１、図６および図７に示
したサーバーシステム１，３，４の構成部分と同じものには同じ符号を付してある。
【００９６】
図８に示すように、サーバーシステム５は、ライブラリ部１２、分配装置１２４、ＬＡＮ
１６、送出部５８、バックアップ部５０およびコピーマネージャ５６から構成される。
つまり、サーバーシステム５は、サーバーシステム１（図１）の送出部１８を送出部５８
で置換し、コピーマネージャ１４をコピーマネージャ５６で置換し、さらに、バックアッ
プ部５０を付加した構成を採る。
【００９７】
送出部５８は、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn および伝送装置１８２から構成される。つ
まり、送出部５８は、送出部１８（図１）の伝送装置１８０を伝送装置１８２で置換した
構成を採る。
バックアップ部５０は、単位モジュール２ａ，２ｂ1 ～２ｂn と同一構成の単位モジュー
ル２ｃ、選択装置５２および分配装置１２４から構成される。
【００９８】
　図９は、図８に示したコピーマネージャ５６の構成を示す図である。なお、図９におい
ては、コピーマネージャ５６の構成部分の内、図３に示したコピーマネージャ１４の構成
部分と同じものには、同じ符号が付してある。
　図９に示すように、コピーマネージャ５６は、ＬＡＮ－ＩＦ１４０、リスト変換部１４
２、障害検出部５６０および障害処理部５６２から構成される。つまり、コピーマネージ
ャ５６は、コピーマネージャ１４に、障害検出部５６０および障害処理部５６２を付加し
た構成を採る。
【００９９】
サーバーシステム５の構成部分
以下、サーバーシステム５の構成部分の内、サーバーシステム１，３，４（図１，図６，
図７）の構成部分と異なるものを説明する。
【０１００】
バックアップ部５０
バックアップ部５０は、ライブラリ部１２と同じ音声・映像データを記録し、ライブラリ
部１２に、音声・映像データを記録、再生および送出不可能になる障害が起きた場合には
、ライブラリ部１２の代わりに送出部５８に必要な音声・映像データを供給する。
また、バックアップ部５０は、送出部５８の単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn のいずれかに
、同様な障害が起きた場合には、障害を起こした単位モジュールの代わりに、伝送装置１
８２に対して音声・映像データを供給する。
【０１０１】
選択装置５２
選択装置５２は、コピーマネージャ５６の制御に従って動作し、単位モジュール２ａ，２
ｂ1 ～２ｂn のいずれにも障害が発生していない場合、および、単位モジュール２ａに障
害が発生している場合には、入力端子ａを介して入力される受信装置１２０およびＶＴＲ
装置１２２等の外部からの音声・映像データを選択して、単位モジュール２ｃに対して出
力する。
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【０１０２】
また、選択装置５２は、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn のいずれかに障害が発生している
場合には、入力端子ｂを介して入力されるライブラリ部１２の単位モジュール２ａからの
音声・映像データを選択して、単位モジュール２ｃに対して出力する。
【０１０３】
単位モジュール２ｃ
単位モジュール２ｃの記録・再生部２２（図８において図示せず）は、少なくともライブ
ラリ部１２の単位モジュール２ａと同じ記録容量を有する。
【０１０４】
通常時および単位モジュール２ａ障害時の記録
単位モジュール２ｃは、単位モジュール２ａ，２ｂ1 ～２ｂn のいずれにも障害が生じて
いない場合（通常時）、および、単位モジュール２ａに障害が発生している場合（単位モ
ジュール２ａ障害時）には、ユーザーが設定した単位モジュール２ａに対してと同じファ
イリングリスト、あるいは、送出部５８からコピーマネージャ５６およびＬＡＮ１６を介
して入力されるプレイリストに基づいて、ファイリングリスト生成部２６２（図８におい
て図示せず）が生成したファイルリストが示す音声・映像データを記録する。つまり、単
位モジュール２ｃは、通常時および単位モジュール２ａ障害時には、選択装置５２を介し
て入力される単位モジュール２ａと同じ音声・映像データを記録する。
【０１０５】
単位モジュール２ｂj 障害時の記録
単位モジュール２ｃは、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn のいずれかに障害が発生している
場合（単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn 障害時）には、選択装置５２を介してライブラリ部
１２の単位モジュール２ａから入力される音声・映像データの内、コピーマネージャ５６
の障害処理部５６２からＬＡＮ１６を介して入力される障害を起こした単位モジュール２
ｂ1 ～２ｂn のいずれか（以下、単位モジュール２ｂj と記す）のファイリングリストが
示す音声・映像データを記録する。
【０１０６】
単位モジュール２ａ障害時の再生
また、単位モジュール２ｃは、単位モジュール２ａに障害が発生している場合には、コピ
ーマネージャ５６の障害処理部５６２の制御に従って、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn か
らコピーマネージャ５６およびＬＡＮ１６を介して入力されるプレイリストが示す音声・
映像データを再生し、分配装置１２４を介して、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn それぞれ
の入力ＩＦ２００1 ～２００m のいずれかに対して出力する。
【０１０７】
単位モジュール２ｂj 障害時の再生
また、単位モジュール２ｃは、単位モジュール２ｂj に障害が発生している場合には、コ
ピーマネージャ５６の障害処理部５６２からＬＡＮ１６を介して入力される単位モジュー
ル２ｂj のプレイリストが示す音声・映像データを再生し、伝送装置１８２に対して出力
する。
【０１０８】
送出部５８
送出部５８において、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn は、ライブラリ部１２の単位モジュ
ール２ａから分配装置１２４を介して入力される音声・映像データの他に、バックアップ
部５０の単位モジュール２ｃから分配装置１２４を介して入力される音声・映像データを
受け入れ、コピーマネージャ５６の障害処理部５６２の制御に従って、通常時には、ライ
ブラリ部１２の単位モジュール２ａから入力される音声・映像データを記録する。
また、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn は、単位モジュール２ａ障害時には、バックアップ
部５０の単位モジュール２ｃから入力される音声・映像データを記録する。
【０１０９】
伝送装置１８２は、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn から入力される音声・映像データの他



(18) JP 4211067 B2 2009.1.21

10

20

30

40

50

に、バックアップ部５０の単位モジュール２ｃから分配装置１２４を介して入力される音
声・映像データを受け入れ、単位モジュール２ｂj 障害時には、単位モジュール２ｂj か
らの音声・映像データの代わりに、単位モジュール２ｃからの音声・映像データを受け入
れて多重化し、放送用の伝送路に送出する。
【０１１０】
コピーマネージャ５６
コピーマネージャ５６において、障害検出部５６０は、例えば、単位モジュール２ａ，２
ｂ1 ～２ｂn の自動診断機能を利用して、単位モジュール２ａ，２ｂ1 ～２ｂn の障害発
生の有無を確認することにより、あるいは、単位モジュール２ａ，２ｂ1 ～２ｂn が障害
検出部５６０に対して障害発生時に出力するデータを受けることにより、単位モジュール
２ａ，２ｂ1 ～２ｂn の障害を検出し、単位モジュール２ａ，２ｂ1 ～２ｂn のいずれに
どのような障害が生じたかを示す障害データを、障害処理部５６２に対して出力する。
【０１１１】
障害処理部５６２は、障害検出部５６０から入力される障害データに基づいて、障害がバ
ックアップ部５０を用いてバックアップすべき程度であるかを判断し、バックアップ部５
０を用いたバックアップが必要である場合には、障害がいずれの単位モジュールに発生し
たかに応じて、上述したように送出部５８およびバックアップ部５０を制御し、必要なデ
ータ（ファイリングリストおよびプレイリスト等）を各構成部分に送出する障害処理を行
う。
【０１１２】
　サーバーシステム５の動作
　以下、通常時、単位モジュール２ａの障害時および単位モジュール２ｂｊの障害時それ
ぞれにおけるサーバーシステム５の動作を説明する。
【０１１３】
通常時
通常時には、サーバーシステム５は、サーバーシステム１（図１）等と同様に動作する。
ただし、送出部５８の単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn は、ライブラリ部１２の単位モジュ
ール２ａから分配装置１２４を介して入力される音声・映像データを記録し、伝送装置１
８２は、単位モジュール２ｂ1 ～２ｂn から入力される音声・映像データを多重化して放
送用の伝送路に送出する。
【０１１４】
単位モジュール２ａ障害時
図１０は、単位モジュール２ａに障害が発生した場合のサーバーシステム５の動作を示す
図である。
【０１１５】
図１０に示すように、コピーマネージャ５６の障害検出部５６０（図９）が、単位モジュ
ール２ａに障害が発生したことを検出した場合には、障害処理部５６２は、選択装置５２
を制御して、障害発生以前と同様に受信装置１２０およびＶＴＲ装置１２２等の外部から
の音声・映像データをバックアップ部５０の単位モジュール２ｃに供給させ、単位モジュ
ール２ｂ1 ～２ｂn を制御して、単位モジュール２ｃから分配装置１２４を介して入力さ
れる音声・映像データを記録させる。
【０１１６】
単位モジュール２ｂj 障害時
図１１は、単位モジュール２ｂj に障害が発生した場合のサーバーシステム５の動作を示
す図である。
【０１１７】
　図１１に示すように、コピーマネージャ５６の障害検出部５６０が、単位モジュール２
ｂｊに障害が発生したことを検出した場合には、バックアップ部５０の選択装置５２を制
御して、ライブラリ部１２の単位モジュール２ａから分配装置１２４を介して入力される
音声・映像データを単位モジュール２ｃに供給させ、伝送装置１８２を制御して、障害を
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起こした単位モジュール２ｂｊからの音声・映像データの代わりに、バックアップ部５０
の単位モジュール２ｃからの音声・映像データを多重化させ、放送用の伝送路に送出させ
る。
【０１１８】
以上説明したように、本発明に係るサーバーシステム５によれば、（ｎ＋１）台の単位モ
ジュールに、さらに１台の単位モジュール、選択装置および分配装置を追加し、コピーマ
ネージャの動作を変更するだけで、各単位モジュールを完全２重化した場合と同等の信頼
性を達成することができるので、サーバーシステム１を完全２重化する場合に比べてコス
トを低く抑えることができる。
【０１１９】
なお、図１２に示すように、サーバーシステム５に、コピーマネージャ５６と同一構成の
２台のコピーマネージャ５６ａ，５６ｂを設け、通常時にはコピーマネージャ５６ａを用
い、コピーマネージャ５６ａに障害が発生した場合にコピーマネージャ５６ｂを用いるよ
うに２重化すると、システムの信頼性がさらに向上する。
【０１２０】
また、例えば、サーバーシステム３，４（図６，図７）のように、単位モジュールが３段
以上にカスケート接続される場合には、カスケード接続の各段に、バックアップ部５０を
追加し、コピーマネージャ１４をコピーマネージャ５６に置換することにより、サーバー
システム５と同様に、各段の信頼性を向上させることができる。
【０１２１】
また、サーバーシステム５に示したシステムバックアップの方法は、例えば、ライブラリ
部１２、送出部５８およびバックアップ部を同一構成の単位モジュールを用いて構成する
場合に限らず、ライブラリ部１２、送出部５８およびバックアップ部５０として、それぞ
れ構成が異なる専用の装置を用いたサーバーシステムにも、適切な変更を施すことにより
応用することができる。
また、単位モジュール２ｃの入力ＩＦ２００1 ～２００m のいずれか２つに受信装置１２
０およびＶＴＲ装置１２２からの音声・映像データを入力し、他の１つにライブラリ部１
２の単位モジュール２ａからの音声・映像データを入力し、単位モジュール２ｃがコピー
マネージャ５６の障害処理部５６２の制御に従って、これらのいずれかを選択して記録す
るようにサーバシステム５の動作を変更することにより、選択装置５２の機能を単位モジ
ュール２ｃに含めることができ、選択装置５２を省略することができる。
また、サーバーシステム５に対しても、第１の実施形態において示したものと同様な変形
が可能である。
【０１２２】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明に係るデータ記録・再生システムによれば、放送用の番組お
よびコマーシャル等の音声・映像データを記録し、管理し、複数のチャネルに対して送出
するサーバーシステムの信頼性を向上させながら、システムのコストを低減することがで
きる。
好適には、本発明に係るデータ記録・再生システムによれば、サーバーシステム等を構成
する複数の装置それぞれを２重化しなくとも、２重化と同等の信頼性を達成することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態として示すサーバーシステムの構成を示す図である。
【図２】図１に示したサーバーシステムのライブラリ部の単位モジュールの構成を示す図
である。
【図３】図１に示したコピーマネージャの構成を示す図である。
【図４】図２に示したファイリングリスト生成部が生成するファイリングリストを示す図
である。
【図５】図２に示したプレイリスト受信部が生成するファイリングリストを示す図である
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【図６】本発明の第１の実施形態の第１の変形例を示す図である。
【図７】本発明の第１の実施形態の第２の変形例を示す図である。
【図８】本発明の第２の実施形態として示すサーバーシステムの構成を示す図である。
【図９】図８に示したコピーマネージャの構成を示す図である。
【図１０】ライブラリ部の単位モジュールに障害が発生した場合のサーバーシステムの動
作を示す図である。
【図１１】送出部の単位モジュールに障害が発生した場合のサーバーシステムの動作を示
す図である。
【図１２】コピーマネージャを２重化したサーバーシステムの構成を示す図である。
【符号の説明】
１，３，４，５…サーバーシステム、１０…通信回線、１２…ライブラリ部、１８，１８

1 ～１８f ，５６…送出部、５０…バックアップ部、２ａ，２ｂ1 ～２ｂn ，２1 ～２r 

，２111 ～２rsn ，２ｃ…単位モジュール、１２０…受信装置、１２２…ＶＴＲ装置、２
０…入力部、２００1 ～２００m …入力ＩＦ、２２…記録・再生部、２２０1 ～２２０m 

…記録・再生装置、２４…ルーティング装置、１２４，１２４1 ～１２４f ，１２４11～
１２４rs…分配装置、１４，５６…コピーマネージャ、５２…選択装置、１６…ＬＡＮ、
１８０，１８２…伝送装置。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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